
１　評価対象及び評価者

令和 年度 (2)　整理番号

(3)　施設名

(4)　所管課室 農林水産部　森林林業局　森林整備課

(5)　評価者(所管課室長名)

２　評価内容(５段階評価)

評価

評価

３　総合評価

報告を行っている。

・台風や大雨等の発生後は、迅速に園内の巡視を行っており、早期の対応及び報告が

なされている。

大きなものはボイラーで燃やして温室の加温にするなど、経費削減に努めている。

・植物公園として、植物を維持管理するだけでなく、花きに関する各種教室やイベン

トを実施するなど、集客に努めている。さらに、様々な体験教室を実施するなど、施

設に興味を持ってもらうための活動を実施している。

・施設や遊具などを来園者がより快適、安全に利用できるよう定期的に点検、修繕、

・ホームページや県情報誌、令和３年度からはインスタグラムを通じて広報を行い、

県内外からの集客に努めている。

・施設内にゴミがほとんどないことやトイレが常に綺麗に保たれていることから、定

・節電はもちろんのこと、剪定した枝を小さなものはチップにして遊歩道の一部に、

期的な点検、清掃を行っていることがわかる。

(1)　施設効用の最大限発揮 ４　(優れている。)

和歌山県植物公園緑花センター

評価の理由

(2)　効率的な管理運営 ４　(優れている。)

評価の理由

・施設内のパノラマ花壇や緑化樹、温室等について、来園者が四季折々楽しめるよう

適切に管理及び工夫をしている。

・各種教室やイベント、展示会を開催し、積極的な集客に努めている。令和５年度か

らは、新規の教室やイベント等が増え、リピーターの獲得に特に力を入れている。

・グリーンアドバイザーなどの花きに関する有資格者を配置し、日頃から利用者の相

談に適切に対応している。

施設所管課室評価様式

(1)　評価対象年度 5 18

課長　東　彰則


